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や

ま
ち

福
岡
・魚
屋
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
県
久
留
米
市
城
南
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
次
調
査
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
二
月
―
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
久
留
米
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
水
原
道
範

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

魚
屋
町
遺
跡
は
久
留
米
市
街
地
の
中
心
部
に
位
置
す
る
。
調
査
地
周
辺
は
台

地
と
低
地
が
複
雑
に
入
り
組
む
地
形
を
呈
す
る
が
、
調
査
の
進
展
に
よ
り
、
元

和
七
年

（
三
全
〓

）
久
留
米

藩
主
と
な

っ
た
有
馬
氏
に
よ
る

城
下
町
建
設
の
際
に
、
台
地
上

を
武
家
屋
敷
、
低
地
を
町
屋
に

割
り
当
て
た
状
況
が
判
明
し
つ

つ
あ
る
。

魚
屋
町
遺
跡
は
標
高
八
ｍ
前

後
の
低
地
に
広
が
る
町
屋
地
区

に
所
在
す
る
が
、
今
回
は
城
下

町
を
南
北
に
走
行
す
る
魚
屋
町
筋
、
お
よ
び
東
西
に
走
行
す
る
築
島
町
筋
が
直

交
す
る
地
点
の
北
西
部
分
を
調
査
し
た
。
こ
の
場
所
は
、
正
保
三
年

（
三
ハ
四

六
）
の
年
号
が
記
さ
れ
た
護
摩
札
な
ど
、　
三

百
いの
木
簡
が
出
土
し
た
呉
服
町

遺
跡

（本
誌
第
一
八
号
）
の
約
五
〇
ｍ
西
側
に
あ
た
る
。

調
査
の
結
果
、
南
北
溝

一
条
、
土
坑
二
七
基
、
井
戸
五
基
、
溝
状
遺
構

一
条
、

礎
石
建
物
四
棟
な
ど
の
遺
構
を
検
出
、
特
に
魚
屋
町
と
築
島
町
の
境
界
で
あ
る

南
北
溝
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
呉
服
町
遺
跡
の
調
査
成
果
と
合
わ
せ
て

魚
屋
町
は
五
五
ｍ
の
東
西
幅
を
有
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

出
土
遺
物
に
は
、
肥
前
系
陶
磁
器

・
高
取
系
陶
器
を
中
心
に
、　
一
人
世
紀
前

半
代
の
十
数
年
間
の
み
藩
内
で
焼
か
れ
た
朝
妻
焼
の
陶
磁
器
、
明

・
清
染
付
な

ど
中
国
製
品
や
イ
ギ
リ
ス
の
ド
ー
ソ
ン
窯
製
品
な
ど
の
輸
入
陶
磁
器
、
土
師
器
、

瓦
類
、
銭
貨
、
鉄

・
銅
製
品
、
本
製
品
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
は
南
北
溝
の
西
側
、
旧
築
島
町
部
分
を
調
査
し
た
ト
レ
ン
チ
の
下
層
に

お
い
て
検
出
さ
れ
た
廃
棄
土
坑
Ｓ
Ｋ

一
〇
七
よ
り
五
点
、
廃
棄
土
坑
Ｓ
Ｋ

一
〇

八
よ
り

一
点
、
溝
状
遺
構
Ｓ
Ｘ
九
二
よ
り

一
点
、
計
七
点
が
出
上
し
た
。

Ｓ
Ｋ

一
〇
七
は
、
長
軸
三

。
三
ｍ
、
短
軸

一
。
一
ｍ
、
深
さ
三
〇
１
六
〇
伽

を
測
り
、
平
面
形
は
楕
円
形
を
呈
す
る
土
坑
で
あ
る
。
木
簡
の
他
に
は
、
宝
永

二
年

（
一
七
〇
八
）
初
鋳
で
翌
年
に
は
通
用
停
止
と
な
っ
た
十
文
銭
で
あ
る
宝

永
通
宝
、
桶

・
下
駄
な
ど
の
木
製
品
、　
一
人
世
紀
前
半
代
―
同
中
葉
頃
の
陶
磁

器
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ

一
〇
人
は
、
東
西
二

。
二
ｍ
以
上
、
南
北

一
・
九
ｍ
、
深
さ
四
〇
伽
を

(久留米)



測
る
不
整
形
の
土
坑
で
、
漆
器
や
下
駄

・
桶

・
折
敷
な
ど
の
木
製
品
、　
一
七
世

紀
前
半
代
―
同
中
葉
頃
の
陶
磁
器
が
多
量
に
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｘ
九
二
は
、
有
馬
氏
入
部
以
前
に
久
留
米
を
領
し
て
い
た
田
中
氏
の
時
代

の
城
下
町
に
関
係
す
る
溝
ま
た
は
堀
と
推
定
さ
れ
る
遺
構
で
あ
る
。
こ
の
溝
状

遺
構
と

一
連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
は
調
査
地
の
東
側
に
所
在
す
る
呉
服

町

・
両
替
町
遺
跡
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
分
の
存
在
が

知
ら
れ
て
い
る
。
有
馬
氏
に
よ
る
城
下
町
改
編
に
よ
っ
て
こ
の
溝
状
遺
構
が
埋

め
戻
さ
れ
、
そ
の
上
に
積
み
土
に
よ
っ
て
地
上
げ
が
な
さ
れ
た
際
に
、
積
み
土

の
基
礎
部
分
と
し
て
多
量
の
板
材
が
約
五
伽
の
厚
さ
で
積
ま
れ
て
い
た
が
、
木

簡
は
そ
の
板
材
層
中
か
ら
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｓ
Ｋ
一
〇
七

①
　
・
「
ｏ
　
□
□
五
拾
目
　
　
」

〔寅
ヵ
〕

。
「
ｏ
□
七
月
十
二
日

□
両
替
町
平
右
衛
門
」
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ騨曼
中泉
『
目

〔
右
衛

門
ヵ
〕

②
　
。
「
＜
ｏ
井
筒
屋
□
□
□
回

名

＜

ｏ
日

日

日

□

①
　
。
「
＜
く
る
め
う
お
や
町

新
兵
衛
」

Ｌ
＜

　

日
日
日
□

」

い
　
。
「
＜
　
ち
□

　

　

□
」

。
「
＜
口
Ｈ
Ｈ
ＩＩ
日
日
　
」

〔
年
ヵ
〕

①

　

「寛
文
十
七
□
　
一
一月
十
七
日
」

（
マ
ヽ
）

Ｓ
Ｋ

一
〇
八

〔
弐
拾
年
ヵ
〕

「寛
永
回
□
□
□
□
□
　
七
月
十
六
日
長
兵
衛
」Ｎ『
騨
×
］
畔
×
Ｐ
〕

ｏ
⇔
伽

Ｓ
Ｘ
九
二

０

　

「□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐｏ受
岸癸
］
目

樹
種
鑑
定
を
行
な
っ
て
い
な
い
た
め
樹
種
は
不
明
で
あ
る
が
、
全
て
板
目
材

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

い
は
上
部
に
穿
孔
が
あ
る
。
商
品
の
付
札
と
推
定
さ
れ
る
木
簡
で
あ
る
。
両

替
町
は
調
査
地
の
北
側
に
隣
接
し
て
所
在
す
る
町
人
居
住
区
で
あ
る
。
②
は
上

部
に
穿
孔
と
切
り
込
み
が
あ
る
。
井
筒
屋
が
関
係
し
た
商
品
の
付
札
と
推
定
さ

れ
る
が
、
裏
面
は
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
詳
細
は
不
明
。
井
筒
屋
は
両
替

町
・
呉
服
町
な
ど
の
町
別
当
を
勤
め
た
有
力
町
人
で
あ
る
。
①
は
上
端
左
右
に

浅
い
切
り
込
み
を
も
つ
。
上
端
は
切
断
の
ま
ま
、
ま
た
左
側
面
下
端
は
斜
め
に

切
断
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｋ
一
〇
七
の
東
方
に
隣
接
す
る
魚
屋
町
新
兵
衛
か
ら
の

送
り
状
と
考
え
ら
れ
る
。
い
は
上
端
の
両
側
面
が
切
り
込
ま
れ
、
下
端
の
一
部

は
刃
物
で
扶
り
取
ら
れ
て
い
る
。
両
面
と
も
に
墨
が
薄
れ
肉
限
で
は
判
断
し
難

1997年出上の木簡

中
］
∞
〉〈
∞
↓
〉〈
『
　
　
〇
∞
ω

Ｐ
∞
ω
×

∞
ｏ
×

∞
　

ｏ
∞
∞

い
い
い
×

Ｐ
卜
×

り
　

ｏ
ω
∞

∞
ら
ヽ
×

Ｐ
∞
×

騨
ド
　

ｏ
ら
り



中

一

圃
圃
圏
団

一

い

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

円
田
日
日
Ｖ

0                                           10Cm



い
が
、
こ
れ
も
付
札
と
み
ら
れ
る
。
⑪
は
角
材
の

一
面
に
年
号

。
日
付
が
記
載

さ
れ
る
の
み
の
用
途
不
明
品
で
あ
る
。
①
は
上

・
下
端
に
木
日
か
ら
切
り
込
み

を
も
ち
、
裏
面
に
は
深
さ
三
剛
前
後
の
浅
い
孔
が

一
三
カ
所
穿
た
れ
て
い
る
。

寛
永
の
年
号
が
記
載
さ
れ
る
が
、
中
央
部
は
重
書
さ
れ
、
文
字
は
明
確
で
な
く
、

墨
書
が
こ
の
木
製
品
に
伴
う
も
の
か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
。
⑭
は
上

。
下
端

と
も
切
断
の
ま
ま
で
、
片
面
の
み
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
不
能
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

久
留
米
市
教
育
委
員
会

『魚
屋
町
遺
跡
第

一
。
二
次
調
査
』
全

九
九
七
年
）

（水
原
道
範
）
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③
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